










れる学校も少なくない。修学旅行の歴史を回顧すれば、1886 年（明治 19 年）の東京師範学
校の長途遠足がその始まりであったとされる。もともと軍事訓練的な要素が強かったが、
1901 年（明治 34 年）に兵式体操が分離され、見物見学主体の修学旅行が出現した。その後、
大正から昭和前期にかけて盛んに実施され、女子学生の修学旅行も一般化した(1)。 
 さらに学生たちは日本本土から外へと出て行くようになる。このような海外修学旅行は
日清戦争後の 1896 年（明治 29 年）に長崎商業学校学生による上海での調査が嚆矢である(2)。
1905 年（明治 38 年）の日露戦争の勝利、続いて 1910 年（明治 43 年）の韓国併合の後には
戦跡・植民地の見学を通して国民的アイデンティティを高めるという要素が加わりさらに
多くの学校が大陸修学旅行を学校行事に採り入れるようになった。日露戦争翌年の 1906 年
（明治 39 年）には文部省と陸軍省が企画し全国各道府県の中学生・教職員延べ 3,694 人が
3 週間にわたる満洲修学旅行を実施した(3)。後述するように徳島中学校（現、徳島県立城南
高等学校)の学生もこの企画に参加している。 






巡拝が行われ、それは 1940 年（昭和 15 年）、皇紀 2600 年奉祝行事の大々的な参加へと繋
がっていったという(4)。日中戦争の下でも人びとの消費活動、娯楽も盛んに展開され 1941




観光に訪れた(5)。実質的に観光旅行的様相を呈していた修学旅行は 1940 年（昭和 15 年）6
月に禁止が呼びかけられるものの、その後も聖地を巡拝する形式で修学旅行は継続した。

































和 4 年）～33 年（昭和 8 年）の間は欠号が目立ち詳細を知ることが出来ない。 
 このような旅日記はいつ頃から掲載されるようになったのだろうか。1926年（大正15年）、
1927 年（昭和 2 年）、28 年（昭和 3 年）の『徳島毎日新聞』に関連する記事をほとんど見
いだすことができない。1926 年（大正 15 年）5 月 6 日に師範学校、6 日に女師・高女、10
日に農業学校の修学旅行に関する記事が掲載されるが、日程のみの短信であった。5 月 19
日、22 日、28 日、29 日、［この間欠号多く不明］6 月 9 日には「三好高女旅信」が掲載さ
れた。翌、1927 年（昭和 2 年）度では 5 月 9 日に県立農業学校、5 月 10 日に名西高女、女
師・高女の県外修学旅行に関する記事がそれぞれ 1 本掲載されるが、これもまた日程程度
の簡単な記事である。この他に女師・高女学生の私信が 5 月 18 日、22 日、26 日、27 日、





た。また 6 月 4 日の報道より同校が修学旅行の報告会を開催したことが知れる。昭和初年
の旅日記は後の時期に比べれば質・量ともに目立たない。続く 1928 年（昭和 3 年）度もほ
ぼ同様で、修学旅行は世間の耳目を集めなかったようだ。 
 ところが 1934 年（昭和 9 年）度から 1940 年（昭和 15 年）度には多くの旅日記が紙面に
見られるようになる。文末附表は徳島県立図書館に所蔵される 1934 年（昭和 9 年）以降の
修学旅行の日記を学校別、掲載日時順に整理したものである。前述の通り 1929 年（昭和 4
















 文末附表によれば 1934 年（昭和 9 年）には 8 校、1935 年（昭和 10 年）は 9 校の旅日記
が紙面に掲載されたことが分かる。1936 年（昭和 11 年）は二・二六事件が発生、この後軍
部による統制が加速するが、庶民の暮らしに直ちに影響を与えたとは思えない。当年は 10
校の修学旅行の旅日記が載った。1937 年（昭和 12 年）の旅日記は 7 校分だけであるが、こ
れは徳島県立図書館の所蔵に欠号が多く確認できないことも一因である（4 月及び 6 月 1-12
日未所蔵）。この年は修学旅行シーズンが終わる 6 月に満洲農業移民の送出が本格実施へ
と移され、7 月には日中戦争全面化の契機となる盧溝橋事件が勃発した。 









 教科書的に言えば 1930 年代後半は人びとの暮らしも次第に戦時色・統制色が強まってい
くと考えられている。だが 1938 年（昭和 13 年）10 月の武漢占領以降は戦局は比較的小康


























第 2 節 徳島県立徳島商業学校の大陸修学旅行：徳島県初の海外修学旅行 
 日露戦争後の 1906 年（明治 39 年）7 月から 8 月にかけて、全国の中学生・教職員延べ
3,694 人が文部省と陸軍省の企画に参加し満洲を訪れた。徳島でも徳島中学校（現、徳島県
立城南高校）の学生が 1906 年（明治 39 年）7 月から 8 月にかけて大陸を訪問した。高媛氏
のまとめるところでは徳島中学校の 14 名の学生と教諭 1 名が参加したこととなっている。
また『徳島中学校城南高校百年史』は「満洲旅行」というコラムを設けその事実を簡単に
記している。当欄では監督が“鞍橋先生”と記載されるが、一方高媛氏の論考の巻末附表では
“倉塚源太郎”となっている。参加者として第 5 年生割石四郎、原菊太郎、第 4 年生武田次郎、
横田精一、第 3 年生大西嘉七、蜂須賀喜彰、那波利貞の 7 名の名前を記している(7)。この那
波利貞氏は徳島出身の東洋学研究者として著名であり、若き日の彼が満洲で何を見たかは




立徳島商業学校の 2 つを挙げることができる。 
 この中で女師・高女の大陸修学旅行については井上鋹晴編『続・帰らざるふるさと徳島』
所収「朝鮮・満洲修学旅行」と題する記事と写真に回顧されていることからも、県民の中
である程度の認知度がある(8)。1942 年（昭和 17 年）刊行『創立四十周年記念沿革史』によ
れば大陸修学旅行は 1928 年（昭和 3 年）に本校に赴任した田辺校長の発案に依るものであ
るという。同校長は前任地が熊本県第一師範学校であり、1926 年（大正 15 年）に大陸修学











として」1927 年（昭和 2 年）5 月 2 日に「第 1 回鮮満旅行」が実施されたと述べている。
当時の『徳島毎日新聞』の記事にも「徳島県最初の此の大旅行の決行」と報じられている
ので、徳島初の学校主催の大陸修学旅行は徳島商業学校によって実施されたと言える(10)。 




















学旅行も実施が検討される様になった。そしてそれが 1927 年（昭和 2 年）度に徳島県立商
業学校 5 年生の学生（16 歳）の徳島最初の“鮮満修学旅行”に結実したのである。 
 この大陸修学旅行の旅日記が『徳島毎日新聞』昭和 2 年 5 月 6 日から 6 月 10 日までの紙
面に掲載されている。記事の構成は次の通りである。 
豊川章一「徳商昭和二年度鮮満旅行記」『徳島毎日新聞』昭和 2 年 5 月 6 日 
豊川章一「徳商昭和二年度鮮満旅行記（二）」『徳島毎日新聞』昭和 2 年 5 月 7 日 





豊川章一「徳商鮮満旅行記」『徳島毎日新聞』昭和 2 年 5 月 11 日 
☆「徳商学生団来る 県人の熱誠なる歓迎」『徳島毎日新聞』昭和 2 年 5 月 12 日 
豊川章一「徳商鮮満旅行記」『徳島毎日新聞』昭和 2 年 5 月 12 日 
豊川章一「徳商鮮満旅行記」『徳島毎日新聞』昭和 2 年 5 月 13 日 
豊川章一「徳商鮮満旅行記」『徳島毎日新聞』昭和 2 年 5 月 14 日 
岡田俊太郎「徳商満鮮旅行記」『徳島毎日新聞』昭和 2 年 5 月 22 日 
岡田俊太郎「徳商満鮮旅行団通信」『徳島毎日新聞』昭和 2 年 5 月 23 日 
岡田俊太郎「徳商満鮮旅行団通信」『徳島毎日新聞』昭和 2 年 5 月 24 日 
岡田俊太郎「徳商満鮮旅行記（四）」『徳島毎日新聞』昭和 2 年 5 月 26 日 
岡田俊太郎「徳商満鮮旅行記（六）」『徳島毎日新聞』昭和 2 年 6 月 1 日 
※5 月 26 日～6 月 1 日に（五）無し。この 6 月 1 日の記事が（五）か。以下同じ 
岡田俊太郎「徳商満鮮旅行記（七）」『徳島毎日新聞』昭和 2 年 6 月 3 日 
岡田俊太郎「徳商満鮮旅行記（八）」『徳島毎日新聞』昭和 2 年 6 月 5 日 
岡田俊太郎「徳商満鮮旅行記（九）」『徳島毎日新聞』昭和 2 年 6 月 7 日 
岡田俊太郎「徳商満鮮旅行記（十）」『徳島毎日新聞』昭和 2 年 6 月 8 日 
岡田俊太郎「徳商鮮満旅行記（十一）」『徳島毎日新聞』昭和 2 年 6 月 9 日 
岡田俊太郎「徳商満鮮旅行記（十二）」『徳島毎日新聞』昭和 2 年 6 月 10 日 
 備考：☆印は徳島毎日新聞社京城支局による報道記事である。 









 まず日記の記述から彼らの旅程を整理する。5 月 6 日の記事は出発の前段階から準備の模
様を記している。4 月 11 日に大阪の鮮満案内所員が徳島に出張し滴翠閣にて鮮満旅行宣伝
活動写真を徳商生に向けて上映した。その後諸準備を経て、5 月 1 日、すなわち出発の前日











5 月 02 日 出発 徳島→小松島→兵庫 神戸自由行動 →車中泊 
5 月 03 日 →海田市→呉 呉軍港見学 →広島 広島大本営等見学 広島泊 
5 月 04 日 広島→宮島 宮島見学 →下関 下関自由行動 →船中泊 
5 月 05 日 →釜山 龍頭山見学 →大邱 大邱市内・商業学校見学 →車中泊 
5 月 06 日 →永登浦→仁川 市内・港湾・月尾島見学 →京城 朝鮮神宮参拝 
     朝鮮物産陳列所見学 夕方市内自由行動 10 時旅館帰着 京城泊 
5 月 07 日 朝鮮銀行・南大門・府庁・京城普通学校・総督府・昌慶苑見学  
     →車中泊 
5 月 08 日 →平壌 平壌神社・玄武門見学 →新義州 鴨緑江を徒歩で満洲へ 
     安東日本人町自由行動 9 時旅館帰着 安東泊 
5 月 09 日 安東→奉天 奉天市内見学 奉天泊 
5 月 10 日 奉天→撫順 撫順炭坑見学 → 奉天 奉天泊 
5 月 11 日 奉天市内・北陵・満蒙毛織会社見学 →車中泊 
5 月 12 日 →大連→旅順 203 高地・博物館・表忠塔・白玉山・東鶏山北堡塁見学  
     →大連 大連泊 
5 月 13 日 港埠頭事務所・満鉄本社・満鉄病院・大連商業学校・沙河口工場 
     ・星ケ浦・満蒙物資参考館見学 夕方、大連市内自由行動 大連泊 
5 月 14 日 大連→ 船中泊 
5 月 15 日 船中泊 
5 月 16 日 →関門 下関・門司自由行動 → 船中泊 
5 月 17 日 →神戸港→兵庫港→小松島→徳島 
現在の公立学校の修学旅行が長くても 6 日を超えないのに対して、彼らの旅行は 15 泊 16
日にも及んだ。これは国内修学旅行も同様であり、各校とも 2 週間程度の旅程が組まれて
いた。徳島商業学校の大陸修学旅行は相当にタイトなスケジュールが組まれている。全日
程中車中泊が 3 回（神戸→海田市、京城→平壌、奉天→大連）、船中泊が 5 回（関釜連絡
船 1 泊、大連航路 4 泊）であった。この中で京城、安東、大連、門司で自由行動が許可さ
れたことが確認されるが、それ以外は基本的に官庁・機関・施設・景勝地を訪問するプロ
グラムが詰め込まれていた。例えば釜山では午前 8 時 10 分に上陸 10 時出発、大邱は午後 1
時頃到着 10 時出発、平壌は午前 6 時前到着、10 時出発と滞在時間が僅かであったにもかか











5 月 12 日） 
「（撫順炭坑にて）此処で私達はお隣の香川女子師範学校の旅行団と一緒になり、撫順見
学総ての行動を共にしてきた。」（『徳新』5 月 26 日） 
「（旅順戦跡にて）一緒になったものには熊本商業、八幡浜商業、香川女子師範、愛媛女
子師範等がある。」（『徳新』6 月 3 日） 
「（大連門司航路にて）共に乗った福山師範、大分農業、熊本商業、香川女子師範皆甲板
へ出て来て輪投げに興じ退屈な海上の昼を過ごしてゐる。」（『徳新』6 月 9 日） 
ここに表れる学校の所在地はすべて西日本である。これは朝鮮・満洲との距離的近さによ

































5 月 12 日）、平壌では日清戦争時の原田重吉一番乗りの玄武門を見学した（『徳新』5 月
14 日）。そして満洲では相当の紙幅を割いて旅順戦跡見学の様子を叙述している。特に四




















5 月 26 日） 
このようにして学生は多大な犠牲を引き換えに得た満洲の権益に対する認識を深め、その


































（『徳新』5 月 22 日） 
「（奉天・北陵から市内への帰り道にて）何時の間にやら服は満洲砂で真赤、全く満洲な




























































 さらばさらば県人の方々よ 懐かしの故郷は鎖国の阿波 進取の気とぼしき島人に 




















































































(3)高媛「戦勝が生み出した観光：日露戦争翌年における満洲修学旅行」『Journal of Global 
















度鮮満旅行記」『徳島毎日新聞』1927 年（昭和 2 年）5 月 6 日。 
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